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立倭武多を’一目見ようと集まった 
見物客で旧口ータリーは人の海に 

八十五年ぶりa了逢瀬 
2つのねぷたが交差する 

〈
立侵
武
多
と
ね
ぷ
た
〉
 

〈
虫
お

く
り

〉
 

今
年
も
八
月
四
日
か
ら
七
日
ま
で
、
奥
津
軽
の
奇
祭

「虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
、
八
十
五
年
ぶ
り
の
立
侵
武
多
運
行
、
五
穀
大
虫
様
の
運
行
な
ど
例
年
以
上
の
趣
向
で
市
民

や
観
光
客
ら
に
五
所
川
原
魂
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
 

熱
く
燃
え
た
夏
の
ひ
と
と
き
、
も
う
一
度
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

（虫
送
り
火
ま
つ
り
と
花
火
大
会
の
関
連
記
事
は
十
ニ
ペ
ー
ジ
）
 

一
昨年
の
復
元
に
続
き
、
今
年
八
十

五
年
ぶ
り
に
復
活
、
運
行
さ
れ
た
立
侯

武
多
は
高
さ
二
十
二
）旧
、重
さ
十
六
ブ

に
も
な
り
ま
す
。
 

ね
ぶ
た
八
台
の
しん
が
り
と
し
て
大

勢
の
観
客
の
前
仁
出
陣
し
た
様
子
は
圧

巻
。
人
波
を
か
き
分
け
て
、
天
を
突
く

偉
容
に
感
嘆
の
声
が
駅
前
通
り
に
反
響

し
、
ね
ぷ
た
ハ
ネ
ト
も
立
侯
武
多
に
後

押
し
さ
れ
例
年
以
上
に盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
 

郷
土
の
誇
り
と
も
い
え
る
今
回
の
ま

つ
り
は
、私
達
の
魂
が
活
力
あ
ふ
れ
る

街
を
再
び
創
り
出
せ
る
と
い
う
自
信
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
 

五
所

川
原
魂
、
 

こ
こ
に

見
参
ノ

・
 

今
年
は
六
台
の
虫
が
市
内
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。
特
に
五
穀
豊
穣
に
ち
な
ん

だ
五
十
五
・
九屑
の
五
穀
大
虫
様
は
市

内
小
学
生
百
名
に
担
が
れ
、
そ
の
勇
壮

さ
を
ア
ピ
ー
ル
ノ・

 

ま
つ
り
に
か
け
る
意
気
込
み
は
、
そ

の
ま
ま
農
業
再
生
の
思
い
で
す
。
 

驚 
鷺i 	i鷺i 

欝 

難麟麟 

タ闇の中、あすなろ大太鼓 

の音が響く 
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五穀大虫様は前夜祭となった 3日、 4日の本

番と夜の虫送り火まつりに運行され大忙し。 

多 ‘、 	 ー 担ぎ手となった小学生の皆さん、お疲れさま 

!A〕奈ill工巴区Vノ兄争な‘jit馬」及蕗 	でした。 

みり免競矢る見物蓉 

不況退月・ 蛇1 て厄除け尤 

立
倭
武
多
を
見
て
 

「大
び
っ
く
り
ノ
」
 

立
侯
武
多
を見
物
し
て
い
た
方
々
に

感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
 

「こ
れ
だ
け
の
も
の
は
他
に
無
い
。全

国
、
そ
し
て
世
界
に
紹
介
すべ
き
」
 

京
都
市
から
の
観
光
客
 

「素
晴
ら
し
い
、
こ
れ
な
ら
日
本
一
と

し
て
東
京
ド
ー
ム
に
出
して
も
恥
ず

か
し
く
な
い
」
 

大
町
に
お住
ま
い
の
方
 

「ほ
ん
と
に
よく
作
った
と
感
心
す
る
」
 

金
木
町
か
ら
の
見
物
客
 

「と
に
か
く
大
き
い
、顔
が
昔
風
な
の

も
よ
い
。
毎
年
や
っ
て
欲
し
い
」
 

松
島
町
四
丁
目
に
お住
ま
い
の
方
 

「
も
っと
運
行
し
て
欲
し
い
。
出
来
れ

ば
乾
橋
ま
で
」
 

広
田
に
お住
ま
い
の
方
 

「今
ま
で
見
た
こ
と
の
無
い
大
き
さ
。
 

天
に
舞
い上
が
る
よ
う
だ」
 

金
木
町
か
ら
の
見
物
客
 

「感
動
が
こ
み
上
げて
き
ま
す
」
 

末
広
町
に
お住
ま
い
の
方
 

ね
ぷ
た
 

審
査
結
果
発
表
 

〇
五
所
川
原
市
長
賞
 

日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
掬
 

津
軽
工
場
 

「
武松
の
虎
退
治
」
 

〇
五
所川
原
市
議会
議
長
賞
 

「
振
会
 

「
錘旭
」
 

〇
五
所
川
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞
 

若
葉
四
町
内会
連
絡
協
議
会
 

「
日本
武
尊
の
化
身
白
鳥
争
奪
の
図
」
 

〇
ご
J
ょ
が
わ
ら
市
 

農
業
協
同
組
合
長
賞
 

田
町
・
栄
町
 

「
張順
水
門
を
破
る
」
 

〇
青
年
会
議
所
理
事
長
賞
 

五
所
川
原
市
職
員
互
助
会
 

「稲
葉
城
の
大
猪
退
治
」
 

〇
観
光協
会
会
長
賞
 

医
療
法
人
 
白
生
会
 

「擢
生
門
」
 

〇
奨
励
賞
 

元
町
町
内
会
 

「
国引
」
 

〇
奨
励
賞
 

旭
町
ね
ぶ
た
実
行
委員
会
 

「天
空
翻
龍
 
洞呂
賓
」
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市
内
に
流
れ
る
農
業
用
水
路
（
い
わ

ゆ
る
堰
）
の
問
題
解
決
の
た
め
、
七
月

十
日
 
「五
所
川
原
市
内
の
川
と
堰
を
き

れ
い
に
す
る
会
」
が
設
立
さ
れ
、
七
月

二
十
九
日
市
働
く
婦
人
の
家
で
、
 一
回

目
の
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
堰
水
系
の
堰
は
百
十
一本
、
 

う
ち
現
在
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
堰
は

三
十
八
本
、
水
田
用
水
と
し
て
使
用
し

て
い
る
堰
は
四
系
統
七
本
で
、
そ
の
他

の
堰
は
生
活
雑
排
水
を
処
理
す
る
だ
け

と
な
り
、
悪
臭
の
原
因
や
蚊
、
ハ
エ
の

発
生
源
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
現
状
を
是
正
し
、
鯉
や
鮒
 
 

の
住
む
川
や
堰
、
市
民
が
親
し
め
る
水

辺
空
間
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
同
会
の
会
議
で
は
、
活
発
な
意
見
交

換
が
さ
れ
、
行
政
側
の
協
力
と
市
民
一

人
ひ
と
り
の
街
を
き
れ
い
に
す
る
、
水

辺
を
き
れ
い
に
す
る
心
が
け
の
重
要
さ

が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
委
員
か
ら

「岩
木
川
の
水
を
堰

に
流
入
す
る
こ
と
で
、
溜
ま
っ
た
ゴ
ミ

等
が
き
れ
い
に
な
る
の
で
は
」
な
ど
の

意
見
が
行
政
に
だ
さ
れ
、
ま
た
同
会
議

に
出
席
し
た
成
田
市
長
も
「
堰
は
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
ま
た
旧
十
川
の
再
生

も
急
務
。
こ
の
問
題
に
は
全
力
投
球
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
国

・

県
へ
の
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
受
け
て
、
建
設
省
青
森
工
事

事
務
所
の
三
浦
清
志
副
所
長
は
 
「
地
元

の
要
望
が
強
い
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
岩
木
川
の
水
を
流
入
す
る
こ
と

は
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
取
り
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
た
い
。
 ま
た
堰
の
現
状

把
握
を
本
年
度
よ
り
開
始
し
、
そ
の
結

果
を
ま
と
め
た
い
」
と
回
答
し
、
当
市

念
願
の
堰
改
善
に
、
明
る
い
兆
し
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
招
へ
い
 

ソ
デ
ィ
ナ
ラ
さ
ん
が
 

「
 
市
長

を
表
敬

訪
問
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
招

へ
い
し
た
、ロ
シ
ア
の
タ
タ
ー
ル
ス
タ
ン

共
和
国
の
首
都
カ
ザ
ン
市
か
ら
来
日
し

て
い
る
デ
ィ
ナ
ラ
・
カ
リ
ム
ー
リ
ン
さ

ん
（
十
八
）
が
、
七
月
二
十
九
日
、
成

田
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

デ
ィ
ナ
ラ
さ
ん
は
タ
タ
ー
ル
ス
タ
ン

国
立
大
学
の
二
年
生
で
、
日
本
の
文
化

を
学
ぶ
た
め
当
市
で
四
十
日
間
過
ご
J
 

ま
す
。
 

「皆
様
に
お
目
に
か
か
れ
て
嬉
し
い

で
す
」
 と
日
本
語
で
あ
い
さ
つ
し
た
デ

ィ
ナ
ラ
さ
ん
に
、
成
田
市
長
は
 「
ぜ
ひ

津
軽
弁
も
覚
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
 

等
と
短
い
時
間
で
し
た
が
、
楽
し
く
会

話
し
て
い
ま
し
た
。
 

消
防
団
の
活
動
を
紹
介
 

み
ん
な
集
ま
れ
ノ
 

潤
防
履

陽
 

地
域
消
防
団
の
活
動
を
紹
介
し
な
が

ら
防
火
思
想
の
普
及
を
図
る
 「第
四
回

み
ん
な
集
ま
れ
ノ
消
防
広
場
」
が
、
八

月
一
百
、
市
役
所
前
お
ま
つ
り
広
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
会
場
で
は
消

防
ポ
ン
プ
操
作
実
演
や
消
防
訓
練
礼
式

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、
防
災
に
尽
力
す

る
様
子
や
出
店
等
で
、
集
ま
っ
た
市
民

は
消
防
団
へ
の
親
近
感
を
深
め
ま
し
た
。
 

八
月
五
日
の
早
朝
、
小
 

曲
、
沼
田
両
子
ど
も
会
一
一
 北

海
道
・
東
北
親
善
 

グ
ラ
ン
ド
・
ゴル
フ
大
会
が
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
 

八
月
一
日
、
北
海
道
・
東
北
親
善
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
五
所
川
原
大
会
が
市
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
（小
山
英
治
会
長
）
 

の
主
催
で
、
約
百
五
十
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
北
海
道
の
函
館
協
会
が

青
森
の
会
員
と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通

じ
て
交
流
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
、
会

場
と
な
っ
た
菊
ケ
丘
運
動
公
園
は
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
 

0
0田
O
O
O⑧
＠
⑧
⑤
の
⑩
田

e
 

五
所
川
原
市
内
の
川
と
堰
を
 

き
れ
い
に
す
る
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
 

繊競箔蒜讐 
「 	小曲・  沼田子ども会I 

！ た 

会
後
の
河
川
敷
き
を
清
掃
 

l
 
し
 
会
十
曲
 
考
 

十
五
名
が
合
同
で
花
火
大
 

し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
 

I 
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J
A
ご
し
よ
が
わ
ら
市
 

カ
ン
ト
リ

ー
 

エ
レ
べ
ー
多

・
 

堆
肥
蚕
 

前
田

野
目
地

区
の
 

須
恵
器
窯
跡
群
 

発
掘
整
備
検
討
委
員
会
 

り
 

が
発
足
 ×

 

市
内
に
点
在
す
る
須
恵
器
窯
跡
群
の

発
掘
調
査
と
保
存
整
備
を
検
討
す
る
、
 

五
所
川
原
須
恵
器
窯
跡
群
発
掘
調
査
整

備
検
討
委
員
会
が
七
月
二
十
七
日
に
発

足
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
で

一
回
目
の
会議
を
開
き
ま
し
た
。
 

会
議
で
は
、
事
業
の
今
後
の
進
め
方

が
各
委
員
に
よ
り
話
し
合
わ
れ
、
徹
底

し
た
分
布
調
査
を
行
い
そ
の
後
、
磁
気

探
査
や
試
掘
、
地
形
測
量
を
実
施
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
フ
ォ
 

ー
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、
開
催
に
向
け
て

準
備
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

同
委
員
会
の
期
間
は
二
年
、
平
成
十

三
年
に
は
報
告
書
を
作
成
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

第
三
十
回
全
日
本
柔
道
錬
成
大
会
が

八
月
二
日
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
、
参

加
し
た
五
所
川
原
柔
道
少
年
団
が
高
学

年
の
部
で
敢
闘
賞
（
二
位
）
、
低
学
年

の
部
で
優
良
賞
（
三
位
）
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
オ
ー
プ
ン
参
加
で
、
全
国

よ
り
三
千
四
百
六
十
名
が
参
加
し
団
体

戦
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
柔
道
少
年
団
は
団
員
数
三

十
四
名
、
幼
児
か
ら
小
学
六
年
生
の
男

女
が
太
田
満
監
督
指
導
の
も
と
、
当
市

出
身
の
藤
田
博
臣
選
手
の
よ
う
に
世
界

で
活
躍
す
る
日
を
目
指
し
て
、
週
三
回

市
三
道
会
館
で
心
身
を
鍛
え
て
い
ま
す
。
 

が
ん
ば
れ
ノ
未
来
の
柔
道
選
手
た
ち
 

市
内
沖
飯
詰
に
か
ね
て
よ
り
建
設
さ

れ
て
い
た
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
 

・

堆
肥
舎
が
八
月
三
日
完
成
し
、
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
成
田
市
長
ら
関
係
者
に
よ
る

玉
串
奉
納
の
後
、
白
戸
勝
一
ご
し
ょ
が

わ
ら
市
農
協
組
合
長
が
火
入
れ
を
行
い

米
の
生
産
販
売
と
流
通
改
善
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
拠
点
が
稼
働
し
ま
し
た
。
 

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
べ
ー
タ
ー
は
、
国

や
県
の
補
助
に
よ
り
建
設
さ
れ
、
処
理

能
R
三
千
二
百
五
十
六
ブ
、
受
益
面
積

四
百
ひ
を
内
包
す
る
施
設
で
す
。
 

こ
の
完
成
に
よ
っ
て
、
清
水
潤
う
米
 

「
ごJ
ょ
が
わ
ら
米
」
の
銘
柄
確
保
、
 

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
農
業
の
展

開
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

織筆躍Tγ 

五
農
高
生
徒
が
市
役
所
を
彩
っ
 

ほ
つ
と
す
る
心
づ
く
り
の
摩
喬

n田
 

八
月
四
日
、
五
所
川
原
農
林
高
等
学

校
の
生
物
工
学
科
二
年
生
七
名
が
市
役

所
の
正
面
玄
関
四
ケ
所
を
ガ
ー
デ
ニ
、
ノ

グ
で
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
授
業
の
一
環
と
成
果
発
表
と

し
て
全
十
回
に
分
け
て
行
わ
れ
、
今
回

は
 
「
ああ
ノ
夏
休
み
」
と
い
う
テ

ー
マ
。
 

今
後
も
各
テ

ー
マ
で
市
役
所
を
花
で
飾

り
、
み
ん
な
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。
 

ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
ー
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
青
森
琴
青
会
西
北
五
支
部
（
熊
谷
京
子
代
表
）
廿慰
問
（
琴演
奏
）
。
 

⑥
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
花
ご
よ
み
（
佐
々
木
セ
ツ
さ
ん
）
よ
り
あ
り
が
と
う
5
周
年
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
 

コ
ン
サ
ー
ト
収
益
金

廿
＋
万
円
。
 

〇
カ
ラ
オ
ケ
「
み
ち
の
く
」
の
会
（
白
戸
操
店
主
）
廿1
11万
五
千
三
百
五
十
円
。
 

〇
田
町
・
栄
町
有
志

一
同
（
小
野
登
志
子
代
表
）
よ
り
花
菖
蒲
ま
つ
り
益
金
 

ー

一
万
八
百
円
。
 

〇
木
村
孝
次
郎
さ
ん

（
田
町
一二
一
ー
一
）
廿
＋
万
円
。
 

〇
五
所
川
原
飲
料
店
組
合
（福
井
宏
昭
理
事
長
）
 

廿
六
万
七
千
八
百
十
二
円
。
 

〇
閥
津
軽
金
山
焼
 
（
松
宮
俊
洋
代
表
取
締
役
）
 

廿
三
万
五
千
百
六
十
六
円
。
 

⑥
市
福
祉
事
務
所
へ
 

〇
五
所
川
原
土
佐
犬
普
及
会
（
太
田
源
悦
会
長
）
 

廿
寄
贈
（
車
椅
子
一
台
）
。
 

（
写
真右
が
太
田
会
長
）
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商
業
簿

記

3
級
講
習

会
 

市
働
く
婦
人
の
家
内

青
森
県
女
性
就

業
援
助
セ
ン
タ
ー

五
所
川
原
相
談
所
 

児
童
扶
養
手
当
、
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
 

の
現
況
届
の
提
出
を
ノ

・
 

市
福
祉
事
務
所
生活
福
祉
課児
童
家庭
係
 

内
線

5
4
6
 

現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
 

8
月
1
日
現
在
の
状
況
を
届
け
出
る
こ

と
に
な
づ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
、
8
月
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

●

届
出
期
間
 

8
月
1
7日
囲

、
2
1日
岡
 

◇
添
付
す
る
も
の
 

児
童
扶
養
手
当
証
書
、
特
別
児
童
扶
 

養
手
当
証
書
、
印
鑑
、
そ
の
他
に
つ
 
 

い
て
は
別
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
た
だ
し
、
母
が
別
居
監
護
し
て
い
る

場
合
は
、
民
生
委
員
等
の
証
明
書
が

必
要
で
す
。
 

◇
提
出
先
 
生
活
福
祉
課
児
童
家
庭
係
 

◇
別
表
 

平
成
1
0年
度
 

青
森
県
介
護
支
援
専
門
員
 

（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
）
 

実
務
研
修
受
講
試
験
 

県
は
1
0月
4
日
回
に
試
験
を
実
施
し

ま
す
c
た
だ
い
ま
受
験
申
込
書
を
次
の
 

3
カ
所
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
2
8日
囲
 

◇
問
い
合
わ
せ
・
配
布
場
所
 

・

市
福
祉
事
務
所
高
齢
福
祉
課
 

T
E
」
 
内
線

5
4
4
 

・

県
西
北
地
方
福
祉
事
務
所
（
栄
町
）
 

T
E
」
（
3
4)
2
1
1
1
 

・

五
所
川
原
保
健
所
（
末広
町
）
 

T
E
」

（3
4)
2
1
0
8
 

●

9
月
2
8日
同
、
1
1月
1
2日
困
 

9
時
3
0分
ー
1
5時
3
0分
 

月
・
水
・
金
の
週
3
日
、
2
1日
間
 

木
村
簿
記
経
理
学
校
 

（市
内
下
平
井
町
二
一
）
 

◇
応
募
資
格
 

経
理
事
務
等
の
就
業
を
希
望
す
る
女
 

性
で
、
全
日
程
を
出
席
で
き
る
方
 

◇
募
集
人
員
 
2
0人
 

（
応
募者
多
数
の
場
合
抽
選
）
 

◇
受
講
料
 
無
料
 
 

（た
だ
し
、
教
材
費
2
、
0
0
0
円
）
 

◇
申
込
期
間
 

9
月
7
日
卿
、
1
1日
団
 

9
時

ー
1
5時
3
0分
 

※
電
話
で
の
申
込
み
は
受
付
し
て
お
り
 

ま
せ
ん
の
で
、
直
接
来
所
し
て
お
申
 

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

ノ
ー
ト
、
そ
ろ
ば
ん
か
電
卓
、
定
規
 

筆
記
用
具

（
鉛
筆
、消
し
ゴ
ム
、
ボ
 

ー
ル
ペ
ン
の
赤
と
黒
）
 

助
成
金
・
奨
励
金
等
の
 

ご
案
内
 

酬
2
1世
紀
職
業
財団
・青
森
事
務
所
 

費
0
1
7
7
(7
6)
2
0
2
8
 

〈
短
時間
労
働
者
雇
用
 

管
理
改
善
等
助
成
金
〉
 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
雇
用
管
理

改
善
に
役
立
つ
 
「
パー
ト
タ
イ
ム
助
成

金
」
。平
成
9
年
度
よ
り
都
道
府
県
女

性
少
年
室
長
の
指
定
・
改
善
計
画
の
認

定
を
受
け
た
モ
デ
ル
事
業
主
に
助
成
金

が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

◇
指
定
を
受
け
る
た
め
の
主
な
要
件
 

・

労
災
保
険
及
び
雇
用
保
険
の
適
用
事

業
主
で
あ
る
こ
と
。
 

・
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
こ
と
 

〈
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
助
成
金
〉
 

平
成
1
1年
4
月
1
日
か
ら
介
護
休
業
 

制
度
介
護
勤
務
時
間
短
縮
等
の
措
置
は
、
 
 一

律
に事
業
主
の
義
務
に
な
り
ま
す
。
 

◇
介
護
休
業
制
度
等
の
就
業
規
則
へ
の

記
載
は
も
う
お
済
み
で
す
か
。
 

◇
介
護
休
業
制
度
を
い
ち
早
く
導
入
し

た
事
業
主
を
応
援
す
る
、
介
護
休
業

制
度
導
入
奨
励
金
・
介
護
勤
務
時
問

短
縮
等
奨
励
金
を
こ
利
用
く
だ
さ
い
。
 

平
成
1
0年
度
中
に
法
に
沿
っ
た
制
度

を
導
入
し
、
か
つ
要
件
を
満
た
す
利
用

者
が
生
じ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

そ
の
他
詳
細
は
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

・

v
 

国
道
仙
号
（
乾橋
）
 

橋
梁
補
修
工
事
施
工
の
 

お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
土
木
事
務所
建
設第
一
課
道
路

補
修
係
 
か
（3
4)
21
1
1
内
線
2
7
8
 

乾
橋
は
完
成
後
3
6年
を
経
過
し
、
老

朽
し
た
た
め
今
年
度
よ
り
補
修
に
着
手

し
ま
す
。
 

工
事
の
た
め
、
片
側
交
通
と
な
り
ご

不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。
 

ま
た
、
乾
橋
の
上

・
下
流
に
は

「
五

所
川
原
大
橋
」
 
「
新津
軽
大
橋
」
が
迂

回
路
と
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。
 

●

エ
事
期
間
 

平
成
1
0年
1
0月
ー
平
成
1
1年
3
月

◇
交
通
処
理
 
終
日
片
側
交
互
通
行

夜
間
は
工
事
を
中
止
し
ま
す
。
 

養
 
育
 
者
 
が

母
 

以
 
外
 

未
 
婚
 の
 
母
 

父
が
生
死
不
明
 

父
 
の
 
拘
 禁
 

父
が
障
害
者
 

父
か
ら
の
遺
棄
 

父
 
の
 
死
 亡
 

父
母
の
離
婚
 

受
給
原
因
 

民
生
委
員
等
の
証
明
 

養
育
申
立
て
書
及
び
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
  

（
抄）

本
 
世

帯
全
員
の
住
民
票
 

対
象
児
童
の
戸
籍
謄
 

等
の
証
明
 

福
祉
事
務
所
、
警
察
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

刑
務
所
長
等
の
証明

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

は
診
断
書
）
 
 

（有
期
診
断
の
場
合
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

え委申一世 
て員請号帯 
ー（7）書調全

調一書員
査地 の
書区 住
を民 民
添生 票 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

添
 
付
 
書
 
類
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働
く
婦
人
の
家
 

生
活
講
座
受
講
生
募
集
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

公
（3
5)
8
8
9
8
 

F
A
X
(3
5)
8
9
5
3
 

平
成

1
0年
度
 

も
の
を
大
切
に
す
る
作
品
募
集
 

青
森
県
環
境
生
活
部
生
活
文
化
課
内

も
の
を
大
切
に
す
る
 

県
民
運
動
推
進
会
議
 

!
ol
7
7(2
2)1
1
1
1
 
内
線
3
5
2
6
 

第
3
1回
 

「
貯
蓄
の
作
文
」
募
集
 

青
森
県
貯
蓄
推
進
委
員
会
 

費
0
1
7
7(2
2)1
1
1
1
 

再
就
職
準

備
セ

II
Iナー
 

の
ご
案
内
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

容
 
（3
5)
8
8
9
8
 

F
A
X
(3
5)
8
9
53
 

五
所
川
原
都
市
計
画
 

地
区
計
画
の
説
明
会
開
催
 

都
市
計
画
課
 
内
線

3
2
3
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
が
造
成
を
進

め
て
い
る
 「
は
る
に
れ団
地
」
 
が
、良

好
な
住
宅
地
と
し
て
整
備
及
び
保
全
で

き
る
よ
う
地
区
計
画
を
定
め
ま
す
。
 

●

8
月
2
1日
岡
 
1
3時
、
1
5時
 

市
中
央
公
民
館
 
3
階
大
広
間
 

◇
地
区
計
画
と
は
 

建
築
物
等
の
用
途
や
形
態
、
道
路
、
 

公
園
な
ど
の
配
置
を
き
め
細
か
く
定
 

め
、
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
 

る
も
の
で
あ
る
。
 

〈
華
道
教
室
〉
 

（小
原
流
）
 

●

9
月
7
日
回
、
1
2月
7
日
同
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

（第
1
・
第
3
月
曜
日
 
7
回
講
座
）
 

◇
講
師
 
中
村
千
恵
さ
ん
 

〈男
の
料
理
教
室
〉
 

●

9
月
1
7日
困
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

◇
献
立
 
炊
き
込
み
ご
は
ん
 

◇
講
師
 
三
森
敬
子
さ
ん
 
 

◇
募
集
内
容
 

〈標
語
部
門
〉
 ・

テ
ー
マ
 
も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と

無
駄
を
な
く
す
こ
と
、
も
の
の
有
効

利
用
等
を
訴
え
る
も
の
 

・

応
募
様
式
 
望
子
程
度
 

・

応
募
資
格
 
小
・
中
学
生
 
一
般
 

〈
ポス
タ
ー
部
門
〉
 

・

テ
ー
マ
 
標
語
部
門
と
同
じ
 

・

応
募
様
式
 
3
9七万
×
冬
久
四

切
り
）
 

・

応
募
資
格
 
小
・
中
学
生
 

〈
作
文
部門
〉
 

・

テ
ー
マ
 
日
常
生
活
の
中
で
、
も
の

を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
工

夫
、
ア
ィ
デ
ィ
ァ
、
実
際
に
経
験
し

た
事
柄
 

・

応
募
様
式
 
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
 

5
枚
以
内
 

・

応
募
資
格
 
小
・
中
学
生
 

〈
リサ
イ
ク
ル
ク
ラ
フ
ト
部
門
〉
 

・

ト
レ
ィ
、
飲
料
缶
な
ど
の
容
器
類
、
 

布
切
れ
な
ど
家
庭
の
廃
品
を
活
用
し

た
も
の
 

・

応
募
様
式
 
7
0戎
×
7
0疹
以
内
 

・

応
募
資
格
 
小
・
中
学
生
 
 

◇
応
募
方
法
 

・

作
品
に
は
学
校
名
（

一
般
は
住
所
）
 

学
年
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
 

・

応
募
は
各
部
門
と
も
1
人
1
作
品
と

し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
た
だ

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
ク
ラ
フ
ト
作
品
は

親
子
、
子
ど
も
会
、
ク
ラ
ス
仲
間
で

の
応
募
も
可
。
 

◇
募
集
期
間
 

8
月
3
1日
囲
 
当
日
消
印
有
効

◇
作
品
の
送
付
先
 

〒
0
3
0
廿
8
5
7
0
 

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
ー
一
 

青
森
県
環
境
生
活
部
生
活
文
化
課
内

も
の
を
大
切
に
す
る
県
民
運
動
推
進

会
議
 

◇
そ
の
他
 

作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し

応
募
作
品
は
1
1月
2
8日
田
・
2
9日
⑧

青
森
産
業
会
館
で
開
催
す
る
「
わ
く

わ
く
省
干
不
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
会

場
で
展
示
し
ま
す
。
 

◇
テ
ー
マ
 

「
物
や
お金
を
大
切
に
し
、
生
か
し
て
 

使
う
こ
と
」
 
につ
い
て
の
作
文
で
あ
 

れ
ば
題
名
は
自
由
で
す
。
 

た
だ
し
、未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
え
 
 

◇
応
募
資
格
 
小
学
生
及
び
中
学
生
 

◇
字
数
 
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
1
、
 

3
枚

（1
、
2
0
0
字
以
内
）
 

◇
応
募
締
切
 

9
月
5
日
田
 
当
日
消
印
有
効
 

◇
原
稿
の
送
り
先
 

〒
1
0
0
井
8
0
5
1
 

東
京
都
千
代
田
区
ー
ッ
橋
一
ニ

ー
一
 

毎
日
新
聞
社
東
京
本
社
学
生
新
聞
本
 

部
「
貯
蓄
の
作
文
」
係
 

◇
入
選
発
表
 
1
0月
1
6日
圏
の
毎
日
新
 

聞
、
毎
日
小
学
生
新
聞
及
び
毎
日
中
 

学
生
新
聞
紙
上
。
 

（
入選
作
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
）
 

●

9
月
1
日
因

・
2
日
困
 

両
日
と
も
9
時
3
0分

、
1
2時

市
働
く
婦
人
の
家
・
第
3
講
習
室

◇
内
容
 
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
礎
ゃ

適
職
探
し
と
就
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
等

◇
対
象
者
 
育
児
や
介
護
な
ど
で
仕
事

を
退
職
し
、
再
就
職
を
希
望
し
て
い

る
方
。
年
齢
は
間
い
ま
せ
ん
。
 

◇
主
催
 
労
働
省
 

囲
2
1世
記
職
業
財
団
 

※
ご
希
望
に
よ
り
未
就
学
児
の
み
保
育

い
た
し
ま
す
。
 

仮
装
盆
踊
り
大
会
 

養
護
老
人
ホ

ー
ム
く
る
み
園

公
（
3
4)
2
7
2
1
 

年
に

一
度
の
入
所
者
と
市
民
の
方
々

と
の
交
流
を
持
つ
機
会
で
す
。
年
々
仮

装
盆
踊
り
の
参
加
者
も
増
え
て
お
り
、
 

今
年
も
市
民
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
 

●

8
月
2
0日
困
 
1
8時

、
2
0時
 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
 

◇
模
擬
店
で
1
3
0
食
分
準
備
し
て
 

あ
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
立
図
書
館
 

か
ら
、
あ
れ
こ
れ
 

あ
る
け
ど
 

な
い
本
 

お
な
じ
み
の
東
奥
年
鑑
は
昭
和
 

4
年
に
発
刊
さ
れ
、
戦
争
で
作
れ

な
か
っ
た
1
9ー
2
3年
を
の
ぞ
い
て

出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
館
で
は

現
在
、ほ
と
ん
ど
あ
る
の
で
す
が
、
 

残
念
な
こ
と
に
最
初
の
昭
和
4
・
 

5
・6
年
の
3
冊
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

図
書
館
で
は
ど
う
に
か
手
に
入
ら

な
い
も
の
か
と
願
っ
て
お
り
ま
克

も
し
、
ご
不
要
で
じ
ゃ
ま
に
な

っ
て
い
る
方
が
お
い
で
で
し
た
ら
、
 

図
書
館
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
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市
園
サ
 

親
と
子
の
平
和
写
真
展
 

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
あ
お
も
り
 

五
所
川
原
地
域
 

費
（3
5)
7
20
4
・
米
谷
 

五
所
川
原
民
謡
ニ
ュ
ー
盛
会

か
ら
の
お
知
ら
せ
 

公
（3
5)
3
3
71
・
長
尾
 

民
謡
の
好
き
な
方
、
勉
強
し
て
み
た
 

今
一

度
、

平
和
に

つ
い

て
 
い

方
、
三
味
線
に
合
わ
せ
て
腹
の
底
か

考
え

て
み

ま
し
ょ

う
 
ら
謡
っ
て
み
た
い
、今
一
度
若
返
っ
て
、
 

●

8
月
2
9日
田
・
3
0日
同
 

老
人
ホ
ー
ム
等
に
慰
問
し
て
み
た
い
方
 

1
0時
ー
1
5時
 

民
謡
教
室
を
見
学
し
た
い
方
を
募
集
中

み
ず
と
み
ど
り
の
小
公
園
ギ
ャ
ラ
リ
 
です
。
 

ー
 

●
毎
週
木
曜
日
 
1
9時
5
2
1時
 

（
新
町働
く
婦
人
の
家
斜
め
向
か
い
）
 
中
央
公
民
館
 
3
階
和
室
 

◇
内
容
 

◇
対
象
者
 
老
若
男
女
（小
学
生
以
上
）
 

・

戦
時
中
の
食
べ
物
と
暮
ら
し
（
部屋
）
◇
受
講
料
 
無
料
 

の
再
現
・
パ
ネ
ル
展
示
・
被
爆
体
験
 
◇
指
導
方
法
 

者
の
お
話
を
聞
く
・
少
年
少
女
ヒ
ロ
 
手
作

り
譜
面
と
三
味
線
弾
き
語
り
 

シ
マ
の
旅
参
加
者
を
囲
む
会
 

五
所
川
原
保
健
所
 
保
健
予
防
課
 

費
（3
4)
2
1
0
8
 

〈肺
機
能
障
害
者
の
呼
吸
教
室
〉
 

〈瑠

所
 
両
日
と
も
市
働
く
婦
人
の
家
 ●

9
月
1
日
因
 
1
0時

、
1
4時
 

・

内
容
 
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
講
話

・
料

理
実
習
「
病
気
に
優
し
い
食
事
」
、
 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
等
 

・

講
師
 
五
所
川
原
保
健
所
管
理
栄
養

士
 
高
崎
優
子
、
保
健
所
保
健
婦
 

●

1
0月
7
日
困
 
1
3時

、
1
5時
3
0分
 

・

内
容
 
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
医
師
に
よ

る
個
別
相
談
等
 

・

講
師
 
弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院

第
2
内
科
 
高
梨
信
吾
先
生
、
西
北

地
方
福
祉
事
務
所
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
 

◇
対
象
者
 

・

胸
郭
形
成
、
肺
切
除
及
び
胸
郭
肥
厚

等
の
肺
結
核
後
遺
症
者
で
、息
切
れ
、
 

咳
、
疾
等
の
症
状
の
あ
る
人
と
そ
の

家
族
 

・

肺
気
腫
、
気
管
支
端
息
、
慢
性
気
管

支
炎
、
気
管
支
拡
張
症
、
じ
ん
肺
と

診
断
さ
れ
た
人
で
、
息
切
れ
、
咳
、
 

疾
等
の
症
状
が
あ
る
人
と
そ
の
家
族

◇
参
加
料
 
無
料
 

※
申
込
み
は
電
話
に
て
受
付
し
ま
す
。
 

◇
通
院
中
の
方
は
、
主
治
医
の
了
解
を

得
て
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

〈
難病
患
者
等
学
習
会
交
流
会
〉
 

◇
場
所
 
両
日
と
も
市
働
く
婦
人
の
家
 

●

9
月
1
日
因
 
1
0時
、
 

・

内
容
 
講
義
・
実
習
「
病
気
に
や
さ

し
い
食
事
」
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
 

・

講
師
 
保
健
所
栄
養
士
、
保
健
所
保

健
婦
 

●
1
0月
6
日
因
 
1
3時

、
 

・

内
容
 
講
話

「
今
、す
て
き
な
笑
顔

で
輝
い
て
」
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ー
ン
 

・

講
師
 
し
あ
わ
せ
編
集
室
ヘ
ル
ス
デ

ザ
イ
ナ
ー
 
田
中
幸
子
さ
ん
、
保
健

所
保
健
婦
 

◇
対
象
者
 
難
病
患
者
及
び
そ
の
家
族

◇
参
加
料
 
無
料
 

※
申
込
み
は
電
話
に
て
受
付
し
ま
す
。
 

く
ら
し
と
趣
味
の
教
室
 

後
期
募
集
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

費
（3
4)
3
60
2
 

生
活
や
趣
味
と
し
て
 

覚
え
た
い
こ
と
な
い
で
す
か
？

・
 

●

9
月
1
日
因
s
1
1月
1
7日
因
 

【祝
祭
日
を
除
く
全
1
0回

（
週1
回
）
】
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
頃
ま
で
 

◇
対
象
 
住
所
か
勤
務
地
が
市
内
の
人
 

で
1
5歳
、
3
0歳
ぐ
ら
い
の
男
女
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

（
た
だ
し
、材
料
費
は
本
人
負
担
）
 

◇
講
座
の
種
類

（各
教
室
定
員
1
5名
）
 

・

火
曜
日
 
陶
芸
教
室
、茶
道
数
室
、
 

は
が
き
絵
教
室
 

・

水
曜
日
 
社
交
ダ
ン
ス
教
室
 

・

木
曜
日
 
着
付
け
教
室
、
筆
ペ
ン
字

教
室
、
い
け
ば
な
教
室
 

・

金
曜
日
 
組
ひ
も
教
室
、
手
芸
教
室

◇
申
込
締
切
 
先
着
順
で
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
切
。
な
お
、
中
途
参
加
も

随
時
受
付
い
た
し
ま
す
。
 

◇
そ
の
他
 

・

1
人
に
つ
き
4
種
類
（各
曜
日
1
つ
）
 

ま
で
で
、
過
去
に
修
了
し
た
方
も
受

講
で
き
ま
す
。
 

・

陶
芸
教
室
、
筆
ペ
ン
字
教
室
等
は
人

気
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
 

児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ

連
合
会
大
運
動
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
 

杉
の
子
児
童
館
 

容
（2
9)
3
6
01
 

幼
児
か
ら
祖
父
母
の
方
ま
で
楽
し
め

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す

の
で
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
 

●

8
月
2
3日
同
 
9
時

、
1
5時
 

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
陸
上
競
 

技
場
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
2
0日
困
 

出
場
チ
ー
ム
募
集
 

第
2
2回
 
五
所
川
原
 

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

●

開
催
期
間
 

9
月
1
日
因
ー
1
1月
3
0日
卿
 

◇
参
加
申
込
期
日
 
8
月
2
0日
困
 

※
時
間
、
場
所
に
つ
い
て
は
申
込
み
後
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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8月31日（月）は 

市（県）民税第2期 

国民健康保険税第2期 

の納期限です。 

r
 

【
 



対 象 者 

手当額及び支払月  

1‘手当額は月額14,520円 

2．支払月は 2 月、 5 月、 

8 月及び11月の 4期にそ

れぞれの前月分までを支

払います。 

1. 20歳未満で、精神又は

身体に障害があり、日常

生活において常時介護を

要する右記の在宅障害児 

2．肢体不自由児施設等に

入所している場合及び障

害を支給事由とする年金

を受給している場合に対

象となりません。 

障 害 の 程 度 

日常生活に常時特別の介

護を要する重度障害者とは

国民年金法施行令別表1級

程度の障害が重複するもの

又は同程度以上と認められ

るもの。 

支 給 の 制 限 

本人及び本人の配偶者も

しくは扶養義務者の前年の

所得が政令で定める額を超

えるときは、手当の支給が

停止されます。 

市福祉事務所高齢福祉課内線541番 

L20歳以上で日常生活に

常時特別の介護を要する

右記の在宅重度障害者。 

2．障害基礎年金等、障害

を事由とする年金の受給

者であっても対象になり

ます。 

3．身体障害者療養施設等

に入所している場合及び

病院等に3カ月以上継続

入院している場合は受給

できません。 

1. 手当額は月額26,700円 

2．支払月は 2 月、 5 月、 

8 月及び11月の 4期にそ

れぞれの前月分までを支

払います。 

◆特別障害者手当 

対 象 者 

手当額及び支払月 

（随時、受付しています） 

◆障害児福祉手当 

・
 

」
 

支 給 の 制 限 

本人及び本人の配偶者も

しくは扶養義務者の前年の

所得が政令で定める額を超

えるときは、手当の支給が

停止されます。 

障 害 の 程 度 

日常生活において常時介

護を要する障害児とは身体

障害者手帳1級程度（2級

の一部を含む）の障害又は

特別児童扶養手当1級、愛

護手帳「A」程度の障害の

うち最重度の障害と認めら

れるもの。 

つ
 

―智さん（左）魂扇さ/L, (有)議 4
 

0
 

N
 

五
所
川
原

期
待
の

農
業
後
継

者

目
指

す
は

コ
ス
ト

削
減
と
 

大
規
模
経
営
 

境
谷
 

一
智
さ
ん
（
市
内

一
野
坪
）
 

今
回
は
東
京
農
業
大
学
を
卒
業
後
す
ぐ
に

農
業
後
継
者
と
し
て
帰
郷
し
、新
し
い
農
業
を

模
索
す
る
市
農
業
期
待
の
若
者
を
紹
介
し
ま
す
「
 

ー
お

父
さ
ん
の
後
を
継
ご
う
と
 

思
っ
た
き
つ
か
け
は

ー
 

小
学
校
高
学
年
の
頃
か
ら
農
機
具
に
乗
る

の
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
。企
業
へ
の
就
職
も

考
え
ま
し
た
が
、農
業
を
継
ぐ
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。
や
っ
ぱ
り
農
業
が
好
き
な
ん
で
す
。
 

ー
ど

「つ
い
つ
た
農
業
経
営
を
 

考
え
て
い
ま
す
か
ー
 

十
年
く
ら
い
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
、
大

規
模
農
業
と
コ
ス
ト
削
減
を
実
践
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
今
年
か
ら
ハ
ウ
ス
ト

マ
ト
を
試
験
的
に
始
め
た
ん
で
す
。
出
来
は
 
 

思
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
し
か
し

来
年
も
や
り
ま
す
。
挑
戦
し
続
け
ま
す
よ
。
 

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
し
た
い
ん
で
す
。
 

ー

後
継
者
と
し
て
、
ま
た
息
子
と
し
て
 

お
父
さ
ん
を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
ー
 

父
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
習
い
た
い
。
今
は

ま
だ
細
か
い
仕
事
の
手
順
な
ど
が
解
ら
ず
、
 

命
じ
ら
れ
て
や
っ
て
い
る
仕
事
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
自
分
が
率
先
し
て
出
来
る
仕
事
は
一
一

割
程
度
、
父
か
ら
は
多
く
を
学
ん
で

い
き
た
 

い
。
 

ー

境
谷
さ
ん
に
と
つ
て
農
業
と
は
 

稲
作
を
始
め
た
農
家
と
し
て
、
低
迷
期
に

出
発
し
た
こ
と
の
不
利
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
 

た
だ
こ
の
時
期
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
な
ら
、
 

そ
れ
は
き
っ
と
勉
強
と
な
り
、
人
生
に
大
き

な
自
信
に
も
な
る
は
ず
で
す
。
 

出
口
の
な
い
農
業
環
境
で
、
自
分
が
農
業

を
選
び
、
ま
た
農
業
に
選
ば
れ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
経
験
不
足
で
今
は
ま
だ
農
業
を
語

れ
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
プ
ラ
ス
思
考
で
た

く
さ
ん
経
験

・
勉
強
し
て
自
分
の
農
業
を
語

れ
る
よ
う
、
今
は
頑
張
る
だ
け
で
す
。
 

家
族
か
ら
の
工
ー
ル
 

「
ど
こ
ま
で
家
族
経
営
で
や
れ
る
か
、
そ

れ
を
示
し
て
み
ん
な
の
先
に
立
っ
て
頑
張
っ

て
ノ
」
 

弟
さ
ん
の
稔
顕
さ
ん
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
で
農
業
に
従

事
さ
れ
て
い
る
方
々
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
 

厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
と言
わ
れ
る
今
の
農

業
を
応
援
し
ま
す
。
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す
こ
や
か
発
達
相
談
 

平
成
1
0年
度
五
所

川
原
保
健
所
 

「の
び
の
び
ク
ラ
ブ
」
 

（幼
児
肥
満
予
防
教
室
）
 

五
所
川
原
保
健
所
健
康
増
進
課

容
（3
4)
2
1
0
8
 

※
お
願
い
 
4
ケ
月
健
診
で
は
、
神
経

芽
細
胞
腫
検
査
セ
ッ
ト
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
母

子
健
康
手
帳
持
参
の
上
、
は
？
ら
つ

女
性
課
窓
口
に
も
ら
い
に
来
て
く
だ

さ
い
。
 

〈
母と
子
の
相
談
日
〉
 

●

9
月
2
日
困

・
1
6日
困
 

1
0時

、
1
2時
・
1
3時

、
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
9
月
1
6日
の
午
後
は
予
約
が
必
要

◇
内
容
 

各
月
齢
で
の
成
長
、
発
達
、
育
児
、
 

遊
び
、
栄
養

（
離乳
食
等
）
相
談

※
予
約
相
談
は
随
時
、
電
話
で
受
付
し

て
い
ま
す
。
 

献
血
の
こ
案
内
 

●

8
月
2
8日
岡
 
1
0時

、
1
2時

大
久
保
製
作
所
青
森
工
場
前

◇
赤
十
字
奉
仕
団
長
富
分
団
協
賛
 ●

8
月
2
8日
岡
 
1
3時

ー
1
4時
3
0分
 

白
川
商
店
前
 

◇
赤
十
字
奉
仕
団
毘
沙
門
分
団
協
賛
 

●

8
月
2
8日
岡
 
1
5時

、
1
6時
契
万
 

飯
詰
支
所
前
 

◇
赤
十
字
奉
仕
団
飯
詰
分
団
協
賛
 

救急医療当番医 

※注 L対応時間（電話で確認してから）9:OO-17:OO 
2．その他、消防署（救急病院案内 呑34-4999）で

紹介します 

月ノ日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

8/23 口
］
 
 

櫛引クリニック 五所川原市字鎌谷町75-1 33-1155 

8/30 ［日
 

川崎胃腸科内科医院 五所川原市字敷島町56-1 34-3330 

●

9
月
2
1日
同
 
1
3時

ー
1
5時

市
保
健
セ
ン
タ

ー
 

・

講
義
・
身
体
測
定
 

「
の
び
の
び
健
康
づ
く
り
」
 

●9
月
2
8日
同
 
1
0時

、
1
2時

市
中
央
公
民
館
 

・

講
義
・
試
食
 

「お
や
つ
と
健
康
づ
く
り
」
 

夏
バ

テ
を
 

ふ
せ
》

」
・
つ
ノ・

 

暑
い
夏
は
冷
た
い
ジ
ュー
ス
や
ア
イ

ス
が
お
い
し
い
季
節
で
す
。
 

で
も
、
冷
た
い
もの
の
取
り
す
ぎは

お
な
か
を
こ
わ
した
り
、
夏
バ
テ
の原

因
と
な
りま
す
。
 

暑
い
夏
こ
そ
、
食
事
を
し
っ
か
り
取

り
、
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょう
ノ・
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健

康
相
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
相
 

談
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
 

ー

各
地
区
で
の
 

ー
 

身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
 

→
 

健
康
相
談
ー
 

●

8
月
2
6日
困
 
1
3時

、
1
4時

福
山
消
防
セ
ン
タ

ー
 

●

8
月
2
8日
岡
 
1
0時

、
1
4時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
 

●

8
月
2
8日
岡
 
1
3時

ー
1
4時
3
0分

福
岡
公
民
館
 

●

9
月
4
日
岡
 
9
時
3
0分

、
1
2時

錦
町
集
会
所
 

●

9
月
4
日
岡
 

1
2時
3
0分

、
1
3時
3
0分
 

北
新
集
会
所
 

●

9
月
4
日
岡
 
1
3時

、
1
4時

平
町
集
会
所
 

『
保

健
セ
ン
タ
ー
で
の
 

ゴ
 

ー
 

成
人
の
相
談
日
L
 

●
9
月
9
日
困
 

1
0時

、
1
2時
・
1
3時

、
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

す
く
す
く
健
診
 

●

受
付
 
1
2時
3
0分

、
1
2時
4
5分
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
3
歳
児
健
診
の
み
は
1
2時
1
5分

、
1
2
 

時
3
0分
に
受
付
し
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
・
バ
ス
タ
オ
ル
 

●

1
0月
5
日
同
 
9
時
、
1
1時

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
五
所
川
原
 

・

講
義
・
運
動
 

「
ぷく
ぷ
く
ス
イ
ス
イ
」
 

●

1
0月
1
2日
同
 
1
0時

ー
1
2時

市
保
健
セ
ン
タ

ー
 

・

講
義
・
試
食
 

「お
い
し
く
ペ
口
リ
ン
」
 

●

1
0月
1
9日
同
 
1
3時

、
1
5時

市
中
央
公
民
館
 

・

講
義
 

「よ
い
歯
で
健
康
づ
く
り
」
 

●

1
0月
2
6日
同
 
9
時
、
1
1時

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
五
所
川
原
 

・

講
義
「
ぷ
く
ぷ
く
ス
イ
ス
イ
」
 

◇
対
象
 
就
学
前
の
肥
満
傾
向
に
あ
る
 

幼
児
及
び
そ
の
親
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

（
プー
ル
の
日
の
保
険
料
は
自
己
負
担
）
 

◇
申
込
期
間
 

8
月
1
7日
卿

、
8
月
3
1日
囲
 

た
だ
し
、
定
員
親
子
2
0名
に
な
り
次
 

第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

対象児 期 日 

4 ケ月児 

健 	診 

平成10年 

4 月生まれ 

9 月 

1 日（火） 

1
6健
 
ケ
 

日
リ
 

歳
児
診
 

平成 9年 

3 月生まれ 

9 月 

22 日（刃 

歳
  

3健
 
児
診
 

平成 7 年 

5 月生まれ 

9 月 

24 日困 



材 料（4人分） 

戸‘ぼちゃ 

声ひき肉 

~玉ねぎ 
Al... 

~粉チーズ 

I  
lスキムミルク 69 

（大さじ1) 

I グリーピース 2009 

Biプロセスチーズ 209 

じゃがいも 1609 

豚ひき肉 409 

玉ねぎ 	609 

ミックスベジタブル409 

C｛スキムミルク 69 

（大さじ1) 

小麦粉 	 409 

パン粉 80g(2カップ） 

卵 	809 (1とU3個） 

揚げ油 	適量 

（吸油量 609) 

レタス 	 409 

トマト 	2/3個 

I ウスターソース 209 

く 	（大さじ1と小さじ1) 

lケチャップ 	209 

（大さじ1強） 

1609 

409 

609 

69 

H盤鉢嚇泊卿臨卑贈霞筆ン卿踊譲二毒繊曹 

I~  
“ い ． ．叱．三 	” 

I 	ミソクスノ 
, 

， エネルギー 

曹 脂質 24.7g I 最ル嘉ラg 5O2kcal7)レン子ブf篇 17.69 
I 塩分 1.29 

3色コロッケ 	I  

材 料（4人分） 
I 白干粉 	1009 

l水 	609（大さじ4) 

みかん缶 	（ 8 粒） 

キウイフルーツ 409 

すいか 	 409 

I さとう 169（大さじ2弱） 

l水 	1609 (4/5カップ） 

エネルギ- 89kcal 	たんぱく質 1.39 

脂質 O.2g カルシウム 6mg 

瑠
署
琶罵
簾
驚
曹

m報
喜
蔵
曽
●
幕
議
立
話
議
．講
議
駿
●
維
”
●
●
農
魚
＃
霧
曹
吐
童
電
 

フルーツ白玉 
I 	 	I 

A.32 

テーマ 

夏休みは親子で 

クッキング 
7 月23日・24日の 2 日間、市働

く婦人の家で 「母と子の楽しい

半斗理教室」 が開催されました。 

今回は、当日作られた親と子

で楽しく簡単に作れる献立を紹

介し ます。 五所川原市食生活改善推進員会 

見た目がかわいいだけでなく、栄養も満点。チー 

ズやスキムミルクが入っているので、カルシウムも

たっぷりです。 

育ち盛りのお子さんにぴったりの一品です。 

作り方 

れ茄でてつぶす。 

②玉ねぎはみじん切りにして豚ひき肉とともに妙 

めて冷ましておく。(AとCに半量ずつ分ける） 

③A の材料を混ぜあわせ、小判型に整える。 

B は、1掌角に切ったチーズを芯にして俵型に整 

える。 

C は、ミックスベジタブルを混ぜ、俵型に整える。 

④コロッケに小麦粉、卵、パン粉をつ‘ナ、シ由で揚げる。 、 

⑤皿にレタスとトマトをのせ、コロッケを盛る。 

フルーツを使った冷たいデザートです。 

白玉粉を丸めるのは、小さなお子さんでも簡単に出来 

ます。 

お母さんは熱いお湯に気を付けてあげましよう。 

作り方 

①ボールに白玉粉を入れ水を少しずつ加えながらこねる。」 

②耳たぶくらいの堅さになったら直径15ミリくらいに 

丸める。 	 二 

③鍋にたっぷりのお湯を沸かし、丸めた団子をお湯に・ 

入て茄でる。 

④浮かび上がってきたら氷水にとって冷ます。 

⑤さとうと水を煮溶かし、シロップを作って冷やしておく。 

⑥キウイ、すいかは食べやすい大きさに切る。 

⑦器に果物、白玉を入れ、シロップを注ぐ。 

①じゃがいも、グリンピース、かぼちゃはそれぞグリンピース、かぼちゃはそれぞ 

11 平成10年 8 月15トl 
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炎と光が夏を熱く、そして色鮮やかに彩る 

虫送り火まつり五所川原花火大会 

平成10年 8 月15日 12 五所川原市役所 容35-2111 

若
者
の
叫
び
豪
華
絢
欄
な
花
火
 

夏
の
夜
空
に
割
れ
ん
ば
か
り
の
大
歓
声
 

昼
に
五
穀
大
虫
様
や
虫
人
形
を
楽
し
ん
だ
後
、
大
勢
の

観
光
客
や
市
民
ら
は
若
者
達
の
汗
と
歓
声
で
魂
を
沸
き
立

た
せ
る
「
虫
送
り
火
ま
つ
り
」
、
水
と
光
と
音
の
祭
典
 

「五
所
川
原
花
火
大
会
」
 
で夏
の
夜
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

を
迎
え
ま
し
た
。
 

白
装
束
に
身
を
包
ん
だ
若
者
達
が
松
明
を
担
い
で
中
心

市
街
地
を
駆
け
抜
け
、
大
い
に
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
ひ
き
続
き
行
わ
れ
た
「
五
所
川
原
花
火
大
会
」
は

岩
木
川
河
川
敷
を
埋
め
つ
く
す
ほ
ど
の
見
物
客
が
訪
れ
、
 

観
客
ら
は
例
年
以
上
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
豪
華
絢
欄
な
花

火
、
大
型
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
仕
掛
け
花
火
を
十
分
堪
能
し
、
 

そ
の
美
し
さ
に
花
火
が
あ
が
る
た
び
盛
ん
に
拍
手
が
起
き

て
い
ま
し
た
。
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